





































(4) 雲量や風速の条件が同等であっても HII に差異が現れることに着目し、常監局の 1 分
値を用いて地上の気温分布と風系の多様性・変動性を解析した。HIIが小さい場合には、都
区部内外で北寄りの風が夜間を通して卓越する。一方で HII が大きい場合には、多摩地域
から都区部西部にかけて、ブラント・ヴァイサラ振動の 5～10 倍（20～50 分）の周期を持
つ風向変動と気温変動が認められた。また、本研究で得られた気温分布や安定度、都市の










あった。すなわち、Niino et al.（2006）に従えば、基本的には HIC が都区部西部の気温
急変域付近に局在し、都心への冷気の侵入が弱く気温急変域が明瞭となるが、安定層を伴
う陸風が都心付近まで侵入する場合もあり、このような西寄りの陸風の挙動が東京の都市
境界層構造や水平気温分布に影響を与えていると結論された。 
以上のように、本論文では、東京都心における都市境界層の気候学的特徴を長期間の観測
データから明らかにし、稠密地上気象観測から知られる東京の気温・風系分布構造と都市
境界層の安定度との関係を、郊外域における鉛直気温観測結果の解析を含む大気立体構造
の把握により明らかにしている。得られた成果は都市気候学研究の進展に大きく貢献する
ものであり、本論文は博士（理学）の学位を授与するのに十分な内容を有していると判断
できる。 
